
・「1.5　解体工事の概要」のうち
　「本工事では、地下部はGL-2.００mまでの構造物の解体
　撤去を予定・・・」と表記されています。
　見積範囲は解体、土のやりとりを含めGL-2.00mの範囲と
　考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

・「2.2　工事適用範囲」各項目の御指示について、受領して
　いる資料からは石綿、石綿含有建材、PCB、汚染土、残置
　物等の数量が分かりません、数量等を御指示下さい。
・数量等の御指示がない場合、調査費用を見積計上し
　撤去、処分、処置は見積外と考えて宜しいでしょうか。

・「2.2　工事適用範囲」のうち
　(14)残置物の覆蓋とは「砕石層t=500」と考えて宜しい
　でしょうか。
・GL-2m以下の部分には地下部分もあると思いますが
　その部分はどの様に処置を施すのか御指示下さい。
・上記の仕様、数量について御指示下さい。

・見積範囲を確認するため、工事範囲や数量が分かる
　資料を頂けないでしょうか。

回　　　　答質疑事項

お見込みのとおりですが、GL-2.００mまでの構造物の解体工事に伴い、こ
れ以深かつ想定地下水位以浅（GL－４ｍ）の土壌を掘削することは可とし
ます。

No

数量の開示は行いませんので、提供した図面等から積算してください。
なお、北側外壁塗材中の石綿調査及び調査結果に基づく労働基準監督署
等との協議の結果必要となる可能性がある養生等の仮設工事並びに低濃
度PCB分析に係る費用は設計書には見込んでいないので、必要となった際
には、クリーンランドの指示により適切に実施するものとし、これら追加項
目については別途協議とします。
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提供した図面と特記仕様書から数量等を積算してください。

豊中市総務部契約検査課　TEL　06-6858-2075・2076
　　　　　　　　　　　　　　　 　　FAX　06-6858-7225
　　　　　　　　　　　　　　　　　 E-mail　keiyaku-kouji@city.toyonaka.osaka.jp
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質疑・回答書

告示番号 豊中市告示第188号 件　　　　名 豊中市伊丹市クリーンランド余熱利用施設解体工事
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・残置物の覆蓋とは、図３本工事の整地工事と跡地整備工事の関係に示し
たよ　うに、遮水シートを敷設するものです。
・地下部分の処置については、３．７　残置構造物保全・監視設備設置工事
を参照して下さい。
・仕様についても、同上を参照してください。数量については、提供した図面
と特記仕様書から積算してください。


